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2020年以降の乳幼児・児童にかかわる共感性研究の動向
─主な国内学会における研究発表を中心に─

Abstract

The aim of this paper is to examine recent trends in empathy research targeting infancy and childhood. Specifically, the 

author compiled an overview of the trends in the number of research presentations at the Annual Convention of the Japanese 

Psychological Association, the Annual Meeting of the Japanese Association of Educational Psychology, and the Annual meeting 

for the Japan Society of Developmental Psychology from 2020 to 2024. Directions for future research are also discussed based on 

the findings from the current survey.
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１．はじめに

本稿は，2020年から2024年までの5年間にわたり，乳
幼児期から児童期を対象とした共感性研究の動向を概観
することを目的とする。具体的には，日本心理学会⼤会，
日本教育心理学会総会，日本発達心理学会⼤会にて発表
された，乳幼児・児童を対象とした研究発表の件数の推
移や発表テーマの概観を整理した。

２．発表数の推移

〈2･1〉日本心理学会大会
新型コロナウイルス感染症（COVID-19）流行後の日

本心理学会⼤会総発表件数について，2020年は1002件，
2021年 は1004件，2022年 は937件，2023年 は1159件，
2024年は1240件であった。2020年・2021年の⼤会はオ
ンライン開催であり，2022～2024年の⼤会は対面とオ
ンラインのハイブリッド開催であった。2023年に発表
件数が急激に増加していたが，2022年と2023年はとも
にハイブリット開催であり，開催形式の違いからは発表
件数の増減の説明をすることは困難であると思われる。
よって，以降は，開催形式の違いを考慮せず，総発表件
数における共感性研究の割合を算出し，発表数の推移を
検討していく。

共感性研究に該当すると判断された研究発表は，
2020年は24件，2021年は27件，2022年は47件，2023年
は41件，2024年は59件であった。発表数全体に占める
割合は，2020年は2.4％，2021年は2.7%，2022年は5.0％，

2023年は3.5%，2024年は4.8%であった。2022～2024年
の共感性研究が発表数全体に占める割合は，2020年よ
りもやや高くなっている。

乳幼児・児童に関わる共感性研究の発表数は，2020

年は4件，2021年は6件，2022年は8件，2023年は9件，
2024年は9件であった。
〈2･2〉日本教育心理学会総会

日本教育心理学会総会総発表件数について，2020年
は346件，2021年 は353件，2022年 は314件，2023年 は
304件，2024年は387件であった。

共感性研究に分類された研究発表は，2020年に6件，
2021年 に18件，2022年 に26件，2023年 に16件，2024

年に24件であった。全発表に占める割合は，2020年が
1.7％，2021年が5.1%，2022年が8.3％，2023年が5.3%，
2024年が6.2%であった。2021～2024年の共感性研究が
全発表に占める割合は，2020年よりも高くなっている。

乳幼児・児童に関わる共感性研究の発表数は，2020

年は3件，2021年は11件，2022年は11件，2023年は8件，
2024年は16件であった。
〈2･3〉日本発達心理学会大会

日本発達心理学会⼤会総発表件数について，2020年
は395件，2021年 は300件，2022年 は242件，2023年 は
386件，2024年は401件であった。

共感性研究に該当すると判断された研究発表は，
2020年 は6件，2021年 は28件，2022年 は20件，2023年
は34件，2024年は22件であった。発表数全体に占める
割合は，2020年は1.5％，2021年は9.3%，2022年は8.3％，
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2023年は8.8%，2024年は5.5%であった。2021～2024年
の共感性研究が発表数全体に占める割合は，2020年よ
りも高くなっている。

乳幼児・児童に関わる共感性研究の発表数は，2020

年は5件，2021年は24件，2022年は12件，2023年は24件，
2024年は17件であった。

以下では，国内の学会で発表された共感性に関する研
究を厳選して，その動向を検証する。

３．乳幼児及び児童の心身の発達との関連

〈3･1〉乳幼児及び児童の言語発達との関連
新国他（2024）は，7歳から9歳の子どもが，主語省

略文（例.「にんじんを切っているところです。」）と同
時に，行為者視点画像（例．にんじんを切っている人の
視点からの画像）または観察者視点画像（例．にんじん
を切っている人を見ている人からの画像）のどちらかを
呈示し，文と画像が一致するかを判断するのに要する時
間を分析した。主語省略文の理解における視点取得は共
感性に基づくが，男子は行為者視点の画像で反応が短く
なる傾向を示したのに対し，女子は観察者視点の画像で
反応時間が短くなる傾向を示した。成人は主語省略文を
理解する際，観察者視点を取り入れることが多いことか
ら，比較的高い共感性をもつ傾向にある女子が，男子よ
りも成人に近い方法で文理解時の視点取得を行っている
可能性が示唆される。
〈3･2〉乳幼児及び児童の認知発達との関連

鄭・上原（2023）では，子どもの感情理解，心の理
論，実行機能の間の関連性のみならず，それらの社会的
認知能力と，親の養育態度，共感性との関連性を検討し
ている。具体的には，子どもの心の理論と親の視点取得
との間，子どもの実行機能と親の視点取得との間に有意
な正の相関がみられた。以上の結果から，子どもの感情
理解の発達に親の養育態度と共感性からの影響は弱いも
のの，子どもの心の理論と実行機能の発達は親の共感性
の影響を受ける可能性が考察されている。

松永他（2024）は，唾液中セロトニン濃度が高いほど，
他者の気持ちを推論するために重要である視点取得能力
が低下しており，他者と喜びを共有する割合も弱いとし
て，主観的幸福感が唾液中セロトニンと関連するかにつ
いて検討した。対象者は乳幼児や児童ではなかったが，
幼少期の家庭環境に関する質問票に回答し，幼少期の両
親の夫婦間の関係のよさ，幼少期に両親から注意を向け
られていた程度，幼少期に両親から暴力を受けていた程
度を定量化した。分析の結果，セロトニン/オピオルフ
ィン比，幼少期の両親の夫婦間の関係のよさ，幼少期に
両親から注意を向けられていた程度の3点が，主観的幸
福感の有意な予測因子となるモデルが確立された。
〈3･3〉乳幼児及び児童の社会性の発達との関連

高松他（2020）は，幼児期の共感性を測定するEmQue 

（Empathy Questionnaire）を日本語に翻訳した。EmQue

は養育者による評価を通じて，幼児期の共感性の3側面
（情動伝染，他者の情動への注意，向社会的行動）を3因
子構造で評価する。この研究では，EmQue下位尺度の
信頼性，併存的妥当性，弁別的妥当性が確認された。

平田他（2023）は，幼児の非認知能力尺度について，
保育者評定による因子構造を検討した。因子分析の結果，
4因子が見出された。そのうち，第3因子には共感性及
び思いやりに当たる2項目が抽出されている。

木村他（2023）は，5か月から12か月にかけての子ど
もの社会能力の発達及び母子の関わりについて検討し
た。母子を対象に縦断的に検討した結果，主体性や応答
性等の子どもの社会的能力，母子の関わりの質が向上し
たことが示された。一方，子どもの共感性については有
意な増加がみられなかった。

高橋他（2022）では，情動項目の性差に着目し，4歳～
6歳の幼児における情動発達の過程について検討してい
る。喜びの共感の項目において性別の主効果がみられ，
男児よりも女児の方が有意に高かった。また，怒りの共
感，悲しみの共感に性別と年齢の交互作用がみられ，い
ずれの項目も5歳・6歳においてのみ男児よりも女児の
方が高く，女児においてのみ4歳よりも5歳・6歳のほう
が高かった。

本郷他（2021）は幼児期の共感に影響を与える要因
を検証した。分析の結果，「喜んでいることを表情で表
現する」「悲しんでいることを言葉で表現する」から共
感への標準偏回帰係数は統計的に有意であったものの，
特に⼤きい値ではなかった。「友だちの悲しい気持ちが
わかる」から共感への標準偏回帰係数が最も⼤きく，他
者の感情理解度が高いほど共感得点が高いことを示した。

丹羽・吉澤（2023）は，教師のための社会性と情動
の学習（SEL-8T）を中心とした研修を実施し，その後，
参加校の小学4年生から6年生の児童の社会性を調査し
た。構造方程式モデルを用いたパス解析により，担任教
員の子ども支援力の変化に基づく児童の社会性の変化を
予測するモデルが最も適合することが明らかになった。
具体的には，教師の子ども支援能力の向上は，児童が認
識する教員の集団維持機能の改善につながり，学級集団
に好影響を与え，結果として児童の共感性の向上と社会
性の発達をもたらした。

高橋・庄司（2020）は，小学生における共感性とサ
ポート認知・行動の発達的側面，及び両者の関連性を検
討した。その結果，共感性の認知的側面である視点取得
は，女子よりも男子において情緒的サポートの提供をよ
り促進することが示された。さらに，共感性のポジティ
ブな感情は，女子においてのみサポートの受容と関連し
ていることが明らかになった。

杉山・齋藤（2022）は，小学校中学年・高学年の児
童を対象に，最近の向社会的行動の理由について自由に
記述された文章のテキストマイニング分析を実施した。
クラスター分析結果に基づき，コーディングを行ったと



−13−

2020年以降の乳幼児・児童にかかわる共感性研究の動向

ころ，「相手への状況への共感的理解」（例.重そう，忙し
そう）というコードが抽出され，出現率は28.78%であ
った。また，コード「相手の感情への共感的理解」（例．
疲れていそう，やってあげたら楽になる）が抽出され，
出現率は13.29％であった。齋藤・杉山（2022）は，小
学生における向社会的行動の相手コードと気持ち・理由
のコードの関連性を検討した。相手コード「母」「友達・
仲間等」「祖父母」「きょうだい・いとこ等」「下級生」「そ
の他」において，2番目に頻度が高かった気持ち・理由
コードは「相手への状況への共感的理解」であり，具体
的には「手伝う，困る，疲れる，忙しい，⼤変そう」と
いった回答が含まれていた。さらに，小学生における向
社会的行動の行為コードと気持ち・理由のコードの関係
を検証した齋藤・杉山（2023）では，行為コード「教える・
勉強」「運搬」「救護・ケア」「拾得」「貸与・分与・譲渡」「捜
索と取り渡し」において，気持ち・理由のコードとして

「相手への状況への共感的理解」が2番目に多くみられ，
前述の結果と同様であった。これらの結果は，中学年・
高学年の小学生が，相手の困難な状況への共感的な理解
によって促される向社会的行動を取っていることを示し
ている。

藤田（2022）は，⼤学生の幼少期の遊び嗜好と共感性，
交代性意識との関連性を検討した。参加者は，遊びの嗜
好得点に基づいてごっこ遊び高，中，低の3群に分類さ
れた。分析の結果，ごっこ遊び高群は中群・低群と比較
して，共感的関心，視点取得，想像性，交代性意識の値
が有意に高いことが明らかになった。これは，ごっこ遊
びが他者の感情や人間関係を想像し考慮することを可能
にすることで，共感性の情緒的・認知的側面と，関係調
整に必要な交代性意識の両方を高める上で重要な役割を
果たすことを示唆している。

久保・中村（2024）では，中学校入学前の小学6年生
の担任教師による指導行動に焦点を当て，教師の受容的・
共感的な態度（教師が児童の言動を受け入れて共感的な
理解を示す）と自己一致した態度（教師自身の言動が一
致している）を用いて行う指導行動が，児童の主体性発
達にどのような影響を及ぼすのかについて検討してい 

る。調査では，⼤学生に対し，小学6年生時の担任教師
の児童に対する指導行動，すなわち受容的・共感的な態
度と自己一致した態度を認知する程度について回答を求
めた。分析の結果，受容的・共感的な態度と自己一致し
た態度の交互作用が有意傾向であったことから，小学校
高学年の児童の主体性発達を促す上では，担任教師が受
容的・共感的態度と自己一致した態度をバランスよく組
み合わせて行う指導行動が有効であると考えられる。

４．乳幼児及び児童の学びとの関連

〈4･1〉学習と乳幼児及び児童の発達との関連
遠藤・久米（2022）では，身体表現遊びの映像視聴

実験において，ウエアラブルアイカメラによる視線追跡

データを用い，保育士養成課程の学生と経験豊富な実践
者とで，身体表現遊びにおける保育者と子どもの共感的
な相互作用を促進する遊びへの視点に差異があるか比較
検した。指導経験者群は，保育者が言葉でイメージを伝
える導入段階と，保育者が子どもの発話を認める段階の
両方で，保育者と子どもを均等に見ていた。一方，保育
学生群は全時間において，保育者の行動よりも子どもの
行動への注目度が高かった。表現遊びにおける共感的相
互作用を高めるためには，保育者が子どもの感情に気づ
き，共感的に受け入れ，それらの感情や表現を価値ある
ものと認識し，子どもとの共創的な遊びを通じて子ども
同士の共感的相互作用が高まる遊びを幼児とともに作り
上げることが必要であるとされる。経験者群は，保育者
と子どもの相互作用を俯瞰的に観察しようとするとする
バランスの取れた視点を取りやすいと考察された。

真田他（2021）は，他者との協働を必要とする協同
学習の認識に影響を与える個人特性として共感性を挙げ
ている。そこで，協同作業認識に対するシャイネス（社
会的相互作用を避けたり，適切に参加できなかったりす
る傾向）と共感性の影響を検証するため，重回帰分析を
実施した。分析の結果，協同作業認識における「協同効用」
と「個人志向」の側面への影響に関して，シャイネスは
直接的に「協同効用」を抑制し「個人志向」を促進する
だけでなく，共感性の「ポジティブ感情への好感」を媒
介効果として間接的に「協同効用」を抑制し「個人志向」
を促進することも明らかになった。

初澤（2023）は，小学生用文学読書体験尺度の妥当
性検討を行った。小学校用文学読書体験尺度は，読書を
通した感情体験を測定しており，下位尺度の中には出来
事や登場人物への共感や感情移入を測定する項目も含ま
れている。検討の結果，読書量が多い児童は，読書量が
少ない児童に比べて，より多くの感情を読書中に体験す
ることが示された。また，女子のほうが男子より得点が
有意に高く，女子のほうが読書による共感の変化を生じ
やすいことが明らかになった。

栗川他（2024）は，身体的模倣を用いた美術鑑賞教
育プログラムが共感性を高めると予測した。そこで小学
1年生を対象に実験を実施し，人物画の表情を真似てか
ら，描かれた人物の感情を回答してもらった。描かれた
表情を模倣することで表情認識の精度が向上すると予測
されたが，実際には模倣を伴うと精度が低下する結果が
得られた。この研究では，人物の感情を答える際に4つ
の表情カテゴリーから選択する方法を採用した。模倣に
よる対象への共感の高まりが，これらのカテゴリーに当
てはまらない複雑な感情を認識させ，描かれた表情と一
致しない多様な回答を引き起こしたと推測される。
〈4･2〉動機づけとの関連

深沢・河村（2020）は，しばしば対立概念とみなさ
れる教師の管理意識と共感性が児童のスクール・モラー
ルにどのように関連するか検討した。結果から，管理意
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識の高い担任教師は共感性も高い場合に児童のスクー
ル・モラールを高める一方で，共感性が低い場合には低
下させることが示された。高い管理意識が低い共感性と
結びついた場合，非合理的な信念として現れ，児童のス
クール・モラールを低下させると示唆されている。逆に，
高い管理意識が高い共感性を伴う場合，熱意や積極性と
いった合理的な信念へ転換し，児童のスクール・モラー
ルを高める。
〈4･3〉学びを支える集団づくりとの関連

古村（2022）は，小学校高学年の児童の学校適応感
に焦点を当て，同級生の個別支援をどのように認識する
か検討した。具体的には，仮想的な教室シナリオ（例.教
師が授業中にA児が絵を描くことを容認する）を設定し，
参加者に「まったく思わない」（1点）～「とても思う」（4

点）で評定を求めた。項目は共感（例.「A児は絵を描き
ながら先生の話をきいているのかな」），不満（例.「A児
が絵を描いているのはずるいな」），肯定（例.「私は絵
を描かなくても⼤丈夫だから気にならないよ」），無関心

（例.「A児が絵を描いていても私には関係ないな。放っ
ておいたらいいよ」）であった。分析の結果，居心地の
良さの感覚や充実感が高い児童ほど不満型（不満得点高
/肯定・無関心得点低）に属することが多く，不干渉型（肯
定・無関心得点高/不満得点低）に属することが少なく
なった。

５．乳幼児及び児童の不適応・問題行動との関連

〈5･1〉いじめとの関連
長田他（2021）は，⼤学生を対象に，共感性の変化

の可能性も考えられる小学校・中学校時代のいじめ被害
の長期的影響について検証した。その結果，現在のスト
レス対処は過去のいじめ被害に直接影響されないもの
の，その影響は，心的外傷後成長（困難な経験に伴う精
神的葛藤の結果生じるポジティブな心理的変容），社会
的不安及び心的準備性（将来起こりうる困難に対処する
ための新たな想定世界）を介して媒介される可能性が示
唆された。

西野（2023）は，モラルディストレス（倫理的苦悩）が，
様々な形態の仲裁（直接的仲裁と間接的仲裁）及び傍観

（無力な傍観と無関心な傍観）に対する同調傾向と共感
的視点取得の効果を調整するかどうかを検討した。結果，
両形態の仲裁において，高い共感的視点取得はモラルデ
ィストレスが低い群でのみ仲裁可能性を高めた。一方，
無力な傍観について，高い共感的視点取得はモラルディ
ストレスが高い群でのみが傍観行動を低下させた。共感
的視点取得は仲裁と傍観の両方に主効果を示したが，そ
の効果はモラルディストレスによって調整される可能性
があることが判明した。この研究は，モラルディストレ
スが喚起される条件を検討することが，いじめに陥りに
くい環境づくりに寄与する変数の特定に役立つ可能性を
示唆している。

〈5･2〉虐待との関連
谷向他（2022）は，入所前に性的虐待の経験を持つ

児童の施設入所が増加傾向にあることから，児童養護施
設職員の養育行動（児童の性問題行動への対応を含む）
と職員の個人要因（性別，年齢，勤務年数）との関連を
検証した。結果として，20代の若年職員や勤続5年未満
の職員は，職務経験豊富な職員と比較して児童への対応
に困難を感じていることが示された。ただし，職員の個
人要因は，言動統制や共感・支持といった養育行動には
影響を及ぼさなかった。
〈5･3〉発達障害との関連

平川他（2021）は，幼児における共感性とADHD傾
向及びASD傾向との関連性を検討した。共感性得点に
ついて，ADHD傾向とASD傾向を独立変数として2要因
分散分析を実施した。その結果，ASD傾向の高い子ども，
特にADHD傾向が低くASD傾向が高い子どもは，他者
の感情を理解し，共感することに困難を抱えていること
が示唆された。

６．子どもを支える大人の共感性

〈6･1〉親の共感性
坂上（2022）は，歩き始めの幼児をもつ母親に対し，

子どもの反抗や自己主張に対する様々な対応頻度を自己
評価してもらい，その結果を2000年の調査と比較した。
その結果，2000年と2020年を比較すると2000年の方が
有意に頻度が高かった対応は，共感の言葉をかける，抱
っこ，テレビやDVDを見せる，叩く，⼤声で怒る，叱る，
無理に従わせる，脅す，理由や状況を説明する，好きな
物事でつる，飲食物を与える，他の物事に気を引く，で
あった。これは他の多くの対応と同様に，共感的な対応
も相対的に減少していることを示している。さらに，意
図的な関与回避（突き放す，放っておく）を伴う対応の
頻度は，子どもの月齢が上がるにつれて増加することが
確認された。

濱口・渡邉（2022）は，小学生の社会的行動と抑う
つ傾向に関連する親の養育行動を明らかにするため，小
学生保護者用養育行動尺度（改訂版）を用いた研究を実
施した。この尺度は，小学生の親を対象とした5段階の
自己報告式尺度であり，日常的な養育行動を評価するた
めのものである。肯定的養育行動の中には，「暖かい関与」
という9項目の下位尺度があり，賞賛・共感・援助的コ
ミュニケーション等が含まれる。分析の結果，暖かい関
与は攻撃行動と有意な負の関係を認めた。

濱口（2023）は，構造方程式モデルを用いて，親の
能動的攻撃性（攻撃有能感，他者支配欲求，自己中心性）
と反応的攻撃性（怒り，報復意図，外責的認知），攻撃
的行動傾向，共感性，養育行動が，1年後の子どもの攻
撃行動に及ぼす影響を検証した。対象は小学1年生から
6年生の子どもを育てる保護者であった。結果として，
親の変数（能動的/反応的攻撃性，共感性，攻撃行動，
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養育行動）が1年後の児童の攻撃行動を説明することが
明らかになった（父親：39%，母親：33%）。

濱口（2024）は，小学1年生から6年生までの子ども
をもつ親を対象に，子どもの攻撃行動が親の能動的攻撃
性・反応的攻撃性，共感性，養育行動に及ぼす影響を検
証した。その結果，子どもの攻撃行動は1年後の親の能
動的攻撃性を高め，共感性を低下させ，否定的養育行動
を増加させることが明らかになった。濱口（2023）が
示したように，親の能動的攻撃性・反応的攻撃性・共感
性の低さが1年後の子どもの攻撃行動を増加させること
から，親子の攻撃的相互作用が互いの攻撃性を増幅させ
る悪循環の存在が示唆される。

中島他（2024）は，育児経験のない個人を対象に，
将来の育児に対する態度と主観的感情状態との関連性を
検討する探索的研究を実施した。主観的な感情は共感性
尺度を用いて測定され，他者の心理状態に対する認知的・
感情的反応の傾向を測定した。その結果，想像性（架空
の登場人物に自身を投影すること）と育児は当然の義務
であるという社会的当為との間に正の相関がみられた。

麻生（2023）は⼤学生を対象に，赤ちゃん人形を用
いた泣きあやしトレーニングを実施し，その効果を検証
した。結果から，赤ちゃん人形を用いた泣きあやしのト
レーニング経験は，参加者の共感性，愛着，技能等を向
上させる可能性があることが示された。さらに，実験参
加者がどのような事前教育を受けていたのかにかかわら
ず，赤ちゃん人形をあやすトレーニングは，子育てに関
するポジティブな意識（共感性や愛着，技能，肯定的感
情）を高める有効な手段となる可能性が示唆された。
〈6･2〉保育者・教師の共感性

高岸（2024）は，助産師，児童福祉施設職員，教員，
教員養成課程の学生における共感性の特徴を調査した。
予測に反し，被影響性は学生よりも専門職で高く，想像
性と自己指向的反応は学生で高かった。想像性は空想を
好む傾向も反映しており，教員養成課程の学生が将来の
職業生活を頻繁に想像することを考慮すると，この結果
は妥当と考えられる。

中村（2020）は，保育者志望の学生における共感性
と保育観の関連を検討した。共感性の他者指向的反応や
自己指向的反応と保育観との関係については，悲しむ人
を見たら慰めたくなったり，自分には関係なくても他者
の努力を応援したくなったりする学生ほど，協調的保育
観や子ども中心保育観をもつことが明らかになった。一
方，他者の失敗を見て「自分はそうなりたくない」と感
じたり，他者の成功を心から喜べなかったりする学生は，
管理的保育観をもつことが示された。視点取得と保育観
の関係では，他者の立場から理解しようとする認知的傾
向をもつ学生は協調的保育観・子ども中心保育観を示し，
この傾向のない学生は管理的保育観をも示した。さらに，
想像性に関しては，架空の登場人物に自分を投影する認
知的傾向をもつ学生ほど，子ども中心保育観をもつとい

う関連がみられた。
田渕・小島（2021）は，幼児が促進焦点的指示では

なく予防焦点的指示を受けた後に従わない場合，保育者
の子どもの関わりへの動機が高まるという仮説に基づき
実験を実施した。この研究では，共感性をはじめとする
項目を用いて関与動機と同一とみなされた養護性を測定
した。仮説は部分的に支持されただけであり，子どもへ
の負の結果までの時間的感覚が短い場合（例．靴をちゃ
んと履かないと転ぶ），仮説は支持された。しかし，時
間的感覚が長い場合（例．残さずに食べないと体が弱く
なる），保育者の関与意欲は促進焦点的指示に従った条
件でより強くなる傾向がみられた。

高橋他（2021）は，保護者にとって望ましい相互作
用項目を分類し，その特徴を明らかにすることを目的に，
保育者の理想的な共感性や知覚されたサポートとの関連
を調べている。共感性に関しては，保育園児・幼稚園児
の母親を対象に，保育者における理想的な共感性につい
て質問した。分析の結果，保育者に子どもの感情だけで
なく自身の感情も理解してほしいと望む母親は，子ども
理解を親理解より優先する母親に比べ，保育者に相手の
立場から理解することをより強く求めていた。さらに，
こうした母親は，第1に子ども理解，第2に施設内での
様々な関係構築，第3に保護者との交流を重視する母親
に比べ，保育者に想像力を働かせることをそれほど求め
ない様子がうかがえた。

亀井・安藤（2023）は，新任保育者に対する映像振
り返りの効果を検証した。研究参加者は，主に自由遊び
の場面における保育者と子どもの比較的円滑な相互作用
の映像を視聴した。新任保育者とメンター役教諭はその
後，所感や関連する内省に焦点を当て，約１時間話し合
いを行った。メンター役教諭は必要に応じて質問をし，
議論を深めた。映像振り返りでは，「私もそういうこと
あったよ」といった同僚の意見への共感，「うまくいか
ないことも話していい」といった不安・困難さの受容が，
各自自身の実践に対する内省を促した。

金子他（2021）は，ベテラン保育者が保育者役を，
他の保育者が子ども役を演じる簡易型マイクロティーチ
ングを反復実施した場合，両役割に及ぼす影響を検証し
た。第1回と第2回の模擬保育における発話データを分
析した結果，保育者役から子ども役への賞賛・励まし・
支持・共感の表現は，第1回から第2回にかけて減少した。
一方，保育者役から子ども役への肯定的発話（賞賛・励
まし・支持・共感）が減ったにもかかわらず，子ども役
の説明・意見・確認・発問は増加し，訴えや依存は減少
した。

木野・内田（2020）は，保育者の共感性と共感疲労
が保育者のメンタルヘルスに影響すると予測し，共感疲
労を予防する健全な共感的態度を探求するため，自己分
析と事例検討を含むプログラムを開発・実施し，その改
善可能性を検証した。分析データは第3回課題の自由記
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述内容（「レジリエンスについての自分の結果を振り返
ろう。この時，第1回・第2回で回答した，共感性，共
感疲労傾向を含めて，自分の状態を分析し，今後補強
すべきレジリエンスの側面を考えてみましょう」と指
示）であった。自由記述内容の分類では，共感性と共感
疲労の結果に基づきレジリエンス補強について論じたも
のが34.2%，共感性と共感疲労に言及しつつレジリエン
ス補強を検討したものの両者の関連性が不明確なものが
24.7％であった。

奥村（2022）は，情動的支援の提供に関連する教師
の特性として，情動への評価（「怒るのは恥ずかしいこ
とだ」「悲しみは必要なものだ」等の情動に対する肯定・
否定の価値づけを伴う評価）と共感性の2つに焦点を当
てている。調査結果から，教育場面における情動的支援
の認識は，情動への評価や共感性と関連していることが
示唆された。情動への評価と共感性の組み合わせ等，多
角的な視点から情動的支援の捉え方との関連性を調査す
ることで，教育場面における情動的支援の効果向上につ
ながる知見が得られると考察された。

藤井（2023）は，問題発生防止を目的とした小学校
版援助ニーズ尺度の開発を通じ，小学5・6年生が担任
教師に求める心理的支援の種類を調査した。その結果，
純粋性，共感的理解，楽しさの共有，無条件の積極的関
心という4つの下位尺度を抽出できた。さらに，女子は
男子よりも全体得点で有意に高く，5年生は6年生より
も共感的理解下位尺度で有意に高い得点を示した。

寺本（2022b）は，特別な教育的ニーズをもつ児童・
生徒への理解促進プログラムを開発し，その学習効果を
検証した。測定時期の主効果は共感性において有意であ
り，事後調査の得点が高かった。事後調査の得点上昇は
プログラムの有効性を示す一方，批判的思考態度の高得
点群で一貫して高い水準が認められたことから，ベース
ラインの批判的思考態度がこの学習に影響を与えた可能
性が示唆される。寺本（2021）も批判的思考態度によ
る共感性の群間差を確認し，低群が他群より有意に低い
得点であった。この結果は，共感性の認知的側面（他者
の感情に対する敏感性，視点取得）の高水準に関して，
批判的思考態度全体の高水準と同様に，部分的な高水準

（具体的には高い探求心と客観性）が関連していること
を示唆している。

７．乳幼児・児童にかかわる共感性研究の動向と展望

〈7･1〉共感性研究の発表数の増加
本論文ではまず，国内学会における共感性関連研究発

表数の推移を検証した。本論文で対象とした3学会の年
次⼤会・総会では，いずれも2022～2024年の共感性研
究が発表数全体に占める割合において2020年よりも上
昇している傾向を示した。

共感性の概念は心理学において長年扱われてきたが，
概念の明確化や容易に予測可能な関連行動に関する研究

は十分に行われたと考えられる（櫻井，2020）。その結果，
近年ではキーワードとして挙げられる頻度が低下してい
る。

一方，社会状況は変化を続けており，そのペースはま
すます加速している。特に2020年は，COVID-19が日本
で拡⼤し始めた年であり，人と人とのつながりに困難を
もたらした。実際，研究結果によれば，パンデミックが
生活様式に⼤きな変化をもたらしたことが明らかになっ
ている（濱他，2022）。こうした社会状況の変化と並行
して，新たな問題も生じている。2022年以降の共感性
研究の増加は，こうした新たな課題への対処のために，
古くから存在する概念である共感性が改めて注目された
ことによるものと考えられる。紙幅の都合上ここでは詳
細には触れないが，乳幼児・児童にかかわる共感性研究
に限定しても，パンデミック以降，ICTを活用した保育・
教育に関する研究（藤澤，2023a, b, 2024；本間・新国，
2022；寺本，2022a）や，対面接触が制限された状況下
で他者とのつながりを創出する手段として拡⼤したSNS

（Social Networking Service）に関する研究（木曽・梅田，
2023）が行われており，これらの研究が急速に増加し
ている。

さらに，2022年以降，乳幼児や児童の共感性を測定
する尺度を開発する研究が複数見受けられる（例．初澤，
2023；平田他，2023：⼤野・吉澤，2023）。ただ，研究
は通常，尺度開発だけを目的としていない。むしろ，尺
度開発は，その後，特定の概念との関連性を調査する必
要から行われていることが多い。これは，社会状況の変
化から生じる新たな問題への解決策を探るために，尺度
開発が行われてきた可能性を示唆している。
〈7･2〉 国内学会における乳幼児・児童にかかわる共感性

研究のカテゴリー
発表数の推移についての検討に続き，発表テーマの概

況について整理した。
「乳幼児及び児童の心身の発達との関連」については，

様々な能力の発達の中で，圧倒的に多くの研究が社会性
の発達に焦点を当てていることが示された。共感性は感
情的要素を含むものの，「相手の立場に立って考える（視
点取得）」「相手の感情の共有」「相手への同情」といった
一連のプロセス（櫻井，2020）である。その内容から
容易に推測できるように，様々な発達側面の中でも，必
然的に社会性発達との強い関連性をもつ。
「乳幼児及び児童の学びとの関連」に関して，新たな

学習方法や保育・教育プログラムの効果を評価するため，
共感性について測定した研究が多くみられた。これは文
部科学省（2017，2018）が重視する「学びに向かう力，
人間性等」を育むためのプログラム開発が推し進められ
ている傾向を示唆している。
「乳幼児及び児童の不適応・問題行動との関連」に関

して，本論文で取り上げた以外にも様々な不適応や問
題行動を対象とした研究が存在したが，特にいじめに
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関する研究が顕著であった。小・中・高等学校及び特
別支援学校におけるいじめの認知件数は，2023年度に
732568件に達し，前年度比7.4％増加した（文部科学
省，2024）。近年における認知件数の推移については，
COVID-19の影響で一時的に減少したものの，その後は
3年連続で増加し，2023年度には過去最多を記録した。
いじめに関する心理学的研究が効果的な解決策の提案に
寄与することが期待される。
「子どもを支える⼤人の共感性」に関する研究は，主

に親と保育者・教師を対象としており，特に保育者・教
師の共感性を検証した研究が多数存在する。教育者や保
育者は本質的に高い共感性を有する傾向があり（櫻井，
2020），その発揮が期待される中，共感性のどの要素が
社会的に望ましい結果に関連するか，また子どもや親が
求める共感性の種類について詳細に検証した研究が複数
確認された。
〈7･3〉共感性が及ぼす影響

最後に，国内学会で発表された乳幼児・児童にかかわ
る共感性研究において，共感性が及ぼした影響について
概観する。

多くの研究において，共感性は社会的に望ましい結果
と関連していた。一方，一部の研究では共感性の効果は
観察されなかったか，あるいは共感性が社会的に望まし
くない結果と結びついていた。このことについて，いく
つかの理由が挙げられる。

第1に，共感性は多次元的な性質を帯びている（Davis，
1994）が，その中には社会的に望ましい結果と関連し
にくいものもある。例えば，Davis（1983）の多次元共
感測定尺度（Interpersonal Reactivity Index：IRI）にお
ける個人的苦痛因子（助けを求めている相手に対して不
快や不安を感じる傾向）や，鈴木・木野（2008）の多次
元共感性尺度（Multidimensional Empathy Scale：MES）
における自己指向的反応因子（他者の心理状態について
自己に焦点づけられた情緒反応）等が挙げられる。共感
性の研究を行う際には，共感性を一元的に捉えないこと
が重要である。その上で，仮説構築の段階から，共感性
のどの要素が社会的に望ましい結果につながるのかを慎
重に検討することが求められる。

第2に，共感は必ずしも誰に対しても，いつでも示さ
れるわけではない。例えば，共感性が高い個人であって
も，相手がその場にいなければ共感できない場合がある

（吉田他，1999）。また，相手との関係性（小池・吉田，
2005）や状況（小池・吉田，2012）によっても，共感
を示すかどうかは左右される。これは，単に性格特性と
して高い共感性を備えているだけでは不十分であること
を示唆している。本稿で検討した乳幼児・児童にかかわ
る共感性を対象とした近年の多くの研究は，状況的影響
や調整変数・媒介変数の存在が重要であることを示唆し
ている。したがって，共感性を高めることだけを目的と
するのではなく，他の要因の影響も十分に考慮する必要

がある。
第3に，過剰あるいは過度に強い共感は問題を引き起

こす可能性がある。この現象は，乳幼児や児童自身より
も，彼らを取り巻く⼤人に多くみられるが，代表的な例
として木野・内田（2020）が取り上げた共感疲労が挙
げられ，これはメンタルヘルスの悪化に寄与する要因の
1つである。第1の理由で述べたように，社会的に望ま
しい結果につながらない共感性の側面が影響を及ぼして
いる可能性もある一方で，本来は社会的に望ましい結果
を生みだすことを前提とされた共感性因子が作用してい
る可能性も考えられる。新たな問題が生じた際，安易に
共感することを目的にするのではなく，こうした可能性
を考慮し，理論的背景を十分に検討した上で仮説を構築
すべきである。
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